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「負傷による腰痛」発生状況（全産業 休業4日以上の死傷者数 松山署）

製造業, 7, 7%

建設業, 5, 5%

運輸交通業, 12, 

12%

貨物取扱業, 1, 

1%

その他の業種, 1, 

1%

商業, 21, 22%

保健衛生業, 34, 

35%

第三次産業(そ

の他), 16, 17%

1．主要業種別「負傷による腰痛」発生状況の推移 ２．主要業種別「負傷による腰痛」発生比率（2018－2020 3年合計）

「負傷による腰痛」
2018年－2020年

３年合計 74人
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